
行政文書開示決定通知書

様

交指発第 37 5 3号

平成 30年 9 月 18日

愛知県警察本部長

平成 30年 9 月 5 日付けで開示請求のありました行政文書については、

次のとおり開示することとしましたので、愛知県情報公開条例第11条第1項の

規定により通知します。

交通切符等作成要領のうち、 1信号無視（赤色等）、

行政文書の名称
2信号無視（赤色点滅） 、31指定場所一時不停止等及び

32指定場所一時不停止等交差道路・・ ・・通行妨害の部分

（請求日現在、警察本部交通指導課で管理するもの）

＼ 午前

日 時三月 日 時

開示を実施する日 午後

時及び場所

場 所

開示の実施の方法 写しの郵便等による送付

開示の実施に要す 1 写しの作成に要する費用 20円

る費用の額 2 写しの送付に要する費用 郵便切手 82円分

担 当 課 等
愛知県警察本部交通部交通指導課指導企画係
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開示請求に伴う行政文書の写しを郵送いたします。

つきましては、それに先立ちまして、次にお示しいたします写しの作成に

要する費用及び郵送のための郵便切手を送付してください。

1 写しの作成に要する費用

（内訳） 単価 1 0円 x 2枚＝

2 0円

2 0円

2 写しを郵送するための郵便切手（現金ではなく切手を送付してください。）

8 2円分

3 写しの作成に妻する費用の支払い方法

郵便局で扱っております現金書留 ・普通為替証書 ・定額小為替証書のい

ずれかの方法で、お支払いください。

なお、為替証書で支払われる場合は、受取人は指定しないでください。

また、お釣りがある場合は切手でお支払い致しますのでご了承ください。

4 送付先

〒460-8502 

愛知県名古屋市中区三の丸二丁目1番 1号

愛知県警察本部 住民サービス課 情報公開センター

電話番号 052 -951 -1611 内線 2930・ 
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特 1 停止線手前 約 I0メートルの地点で赤色灯火となった。

記 2 時速 約40キロ メートルで通過した。

事 3 交差点内に前車は無く、 1言号の視認性も良好であった。

項 4 違反者は、「脇見をしていたので赤信号に気付かなかった」と申し立てた．
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特 1 信号機の種類 （自動感応式 ・定］且1期式 ・押ボタン式等）

記 2 違反車両は、赤色点滅信号にもかかわらず、 一時停止することなく時速

事 約 20キロメートルで通過した。

項 3 康西赤色点滅、南北黄色点滅f~号で正常に作動していた。

l 黄色信号が表示されたときに停止線に接近していて安全に停止できないと

留 きは、そのまま進行してもよい。

意 2 過失処罰

事

項

留 l 違反車両の前方を他の車両が進行していたときは、その位四、距離関係

意 を明らかにし、信号椴の点滅が確認（視認性）が、できたかを確かめること。

事 2 点滅信号時問帯（夜間のみ等）があれば、特記事項に「点滅の時間帯」を

項 記載すること。
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特 1 標識は正常に設骰され、視認性も良好であった。

記 2 違反者は、時速 約 30キロメートルで通過した。

事 3 違反者は、「急いでいたので止まらなかった。Jと申し立てた。

項

留 l 楳諒、標示の設置状況を確認すること。

意 2 現認位問は、違反車両の見通し状況及び距離に留意すること。

事 3 捻諏の種類（路側式 ・オーバーハング等）．位骰を正確に記入すること。

項 4 過失処罰
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特 1 違反者は、「急いでいたので、先に行けると思い、一時停止後発信した。」

記 と申し立てた。

事 2 左方車両は、時速 約 30キロメートルで進行中であったが、違反者が直

項 前を横切ったため、急プレーキをかけた．

1 標諜（悦示）設四位骰を正確に記入すること。

留 I2 被妨害車両の特定（車種、色、ナンパー等）
意

事

項
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